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抗酸性菌と Candidaalbicansとの共棲に関する研究 (m)

横井敏夫

(北海道大学結伐研究所細.tJi部主任 大原主主教授〕

緒
品
= 
F司

著者は前報2) ~C於て，抗酸性rN と Candida albicans 

を同時地養した場合における同種紺I[:tjの増殖[k態3 抗酸l半i

培養一浩被を1，¥/11とする C. alb の呼吸とその増殖促進作

!日との関係，ツベルクリシlこ合まれる C.alb 1曽丹[~t促進物

11のil:iX十字について種々研究をiiった。今川はこれにつl続

き，主として次の諸点を検討して見た。

i ) 結核問に C.albを共桜せしめたH;j介結核({.iの花

育が幾分抑制jされるが， ζの事実の詳細とその原閃の追究

について

ii) 抗酸性菌のrttJ:水又はアノレカリ抽出物の C.alb 

の増殖に及ぼす影響について

iii) 京二病原'fl抗酸性rn，鳥型i習の後期培養溶液中に
おいて C.albの増殖が不良であることの原因について

以!について得たる結果をここに報l.-tした¥'0diq本論

文の表題における「共棲」とは「同時思表」の也味であ

る。

実験方法

液とした。透析外液はそのままこれを1O{音波と見倣し3

何れも Sauton培地で適当に倍数稀釈して実験に用いた。

実験成績

1) 種々なる培養 B~ の結核菌溶液より得た透析内液

及び外液の Candida発育に及ぼす影響の比較

H 37 Rv円、の Sauton 10 1-1， 20 11， 60日培j17i電波

からそれぞれ 10//;，100的， 1000倍透肝句、液及び 10倍，

100 倍透析内j伎を[1iり，これに C.albを接種して発育状

態をJ0Jべた。その;よ結は第 11;ミlこ示す如くである O 全体を

illiじて透析外液のHIこ顕著な噌殖が兄られ，透析内液中で

の発育は劣るようであるが J それでも対照 (Sauton培地〕

よりは7すなり良好な発育を認めた。癒波採取日数との関係

を見ると，透析内被では 20日間培養路波と 60日間椛衣二

施液とのrmにおいて C.albの玲if[l'!に差を見なかったが，
透析外液では 20u 11のものより 60日目のノJが Candida

IC対しよりr'sfな売育を与えた。尚 10日日の縞波と 20

日目のものとのIi日lこは若が見られなかった。

II) 結核菌に C.albを共棲せしめた場合の結核菌

の生菌単位とその染色像について

1) 使用菌株p 培地，培養法，菌の増殖度測定:すべ i) 生rn単位の消長 H07 Rv株に C.albを共怯. 
て前二報I)2) ~こ同じ。 せしめた場一合， C. albが顕著に増殖し， H 37 R v t去の発
2) 抗酸菌の水(文はアルカリ〉抽出液の作製法・約 育は単独培養のそれに比較して幾分劣ることをほに観察し

核的は Kirchner又は Sauton培地に 4週間より 8週間 たので， ζの場介における H37 Rv株の生前単位のi在移

培養したもの， M. phlei，鳥型|手iは同じく 10白間より 14 をil:量培養によって調べて見7こ。第 1表l土その結果を示す

日間培養したものを用いた。これらを蒸溜水で、充分洗糠し ものである。これに依れば培養初期における生国単位は共

た後 10倍量のエーアjレ， アルコール等亘液で脱脂し， 棲の場合と単独培養の場合との問に去を認めないが，培養

菌体を洗滅後これに 20倍量の蒸溜水叉は O.OlnNa oH 後期になると共棲時の生悶単位は著明に落ちて来る oHIlち

を加えて 370C 解卵器内lこ数カ月放置する O 用l乙臨み， 培養F日日， 14日日における H37 Rv株の生肉単位は

この液体をグイツで縮、過したものが本実験における中牧水 C. albと共棲の羽合それぞれ 16.3X 105， 20 X 105で単独

又はアルカリ抽出波である。 培養時のそれと大差ない価を示したが，培養 2-'1日目にな

3) 透析に関する実験:結核問培養溶液並ひ、に抗酸I司 ると共権時には 14.3X101，単独培養時には 11.3X106と

の中性水又はアルカリ抽出奴を何れも 1/10量迄濃縮した order において :2村J違って来る。即ち培養後期になると

後， 10倍量の蒸溜水で';?日間透析し，とれを内波と外被と C. albと共ほせしめられた結核閣の発育は的険の外観か

に分けた。透析内液は流水で1日間透好後，蒸溜水で更に ら見て幾分J耳]えられていると同時に薗膜中には可なりの死

24時閣透析し，その内容を原量lこ迄濃縮して透析内液原 菌を含んでいるものと考えられる O



第1表種々なる培養日数の結核菌液液より得た

透析内液及び外液の Candida 発育に

及ぼす影響の比較
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形状が太く短かく，赤染菌が大部分を占めるに反し，共棲

時にはiAiの形状が細く長いものが多く，染色像では 14日

日位になると頼粒状をなした淡奇染悶i及び淡赤染l却が増加

第2表結核閣に C.alb.を共棲せしめた場合に

おける結核菌生菌単位の消長について

|培養|結校菌の| 結核開の I C. alb 
接種J!si I ~:: I ..:....~~" I生菌単位|

!日数|増殖状態 (Img中) Iの増殖

H 37 Rv I 0.80 
十 I 5 日 1 い μ 十よ I 1o.3x 10戸 0.73 
c. alb. I 0.72 

H叩 l…ー 13.7xI0

5

0.02 
C. alb. 弓Ll I 0.0.2 
| O.01  

H37Rv I 0.9> 
十 I 14 U I jfl トド廿上 20x106 I 0.90 
C. alb. I 0.8玉

H 37……3灯川叩7河川RvI卜トIω凶川川一一4引川川一i口川十]ぺ小l卜|
0.03 

C. alb. I 1411 I 0.02 
0.02 

H 37 Rv 1 
十 I2411 I 十 I14.3x104 I 1.1 
C. alb. 

H…3刃川叩7川川RbV lト川川剖此制叶川川4引刊ぺ叶i日ぺ十ヨイ十l卜卜トいい卜H山山川山川ii川川川i川川川1川川If
0.03 

C. alb. I 2H1 I 0.02 
O.ω 

いこれと同時に形態のk'BI状化，長化した守染問も目立っ

て米る O 但しF日日位までは染色像において対照と差を見

なし'0
nI) 結核菌と C.albとの同時培養時のj慮液内にお

ける結核菌の増殖状態

H 37 Rv株と C.albとを ModifiョdKirchner培

地中に同時培養しI H 37 R v株の発育が単独培養i時のそ

れに比して幾分劣って来る 11寺期に鴻液を取りこれに改めて

H 37 R vを培養した。対照としては同じ時期における H

37 R v株単独培養時の溶液，及び1:&を植えない Modified

Kircher崎地の両者を選び，これにそれぞれ H37 R v tJi 

を接種して三者の禿育を比較した。その成績を的映の大き

さと乾燥l自;11の主さとの1，15面について記録したものが第3

去である O これにi.tえれば発育したI制限の大いさは三者共大
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第5表結核菌と C，alb.との同時培養後期
滅j夜内に於ける結核菌の増殖状態

H37 Rv 株の発育

菌膜の状態 [平均乾燥的量

山l トlド lヰ i
22 mg 

十l十 |

町
計

川
附

48mg 
!件 :11- -t:t-

出;]ド;+Tt
!日9mg

Hト イ十 件ド | 

体同じであったが， C. alb を)I~法せしめた培炎治奴仁IJ に

おける H37 R v 株の発育は悶JJ0;が非常'に浮く(この事は

結核r'fHこC.alb を )I~怯せしめた場合計lこ観察された)従

って乾燥i泊量も他の二者l乙較べ約半分であった。この原因

が共棲培養溶液中の栄養分の不足によるものか有害物質の

産生によるものかは審らかでないが，とにかく表lこ見る如

第4表 C. albの増殖に対する抗酸性菌中
性水拍出物の影響

抗酸閣

の種類

淡

の

稀

釈

{中野株
0.44 
0.42 
0.41 

10 倍

0.2ラ|
0.2ラ|
0.20 

0.20 
0.1ラ|
0.13 

0.32 0.43 
0.31 0.42 
0.27 0.42 

一一一一

0.48 
0.4o 
0.4ラ

BCG 

¥¥!j!l:!lII 10 倍 [32lijj;

対照 l l521 32 

100倍
0.39 
0.39 
0.39 

10 倍

M. phlei 

く対!日現の二者では H37 Rvの平均乾燥悶量がそれぞれ

48 mg， 59 rrgであるに対し Candidaを共峰せしめた

培養浩被における乾燥薗昼は 22mg!乙過ぎなかった。

IV) C. albの増殖に対する抗酸菌の中性水文はア

ルカリ抽出物の影響について

実験 1)において， H 37 R v株の後期忠義鴻液 (60日

目)より得た透析外液が，培養初期のそれよりも Candida

に対しより高し〉増殖促進作用を示す事を観察した。との事

実は結核菌の自家融解;ζ伴い後期になって培地中l己流出し

て来るr!ij休成分が， C. albの増殖に対し何等かの影響を
持つのではなし〉かと云う恕像を我々に懐かしめる O そこで

若者は実験万法のl(iで述べた如き方法で結核IJcjから中性水

及びアノレカリによる的体抽出i夜を作り，これを Sauton培

地で適当に稀釈してこれに C.albをJtrrをした。第4表は
抗酸r'sjf'i.j去の仁11'111:水抽出物lこC.albを上古美した場合の成

績である O この表からl1}jらかな総にイrll]}jtJc， B C G， Phlei， 

第 5表 BCGの中性水抽出液中に含まれる C.alb. 

増殖促進物質の透折性について

種 稀 C. alb. の増殖

一
一
一
一
一
一

一

倍

一

倍

一

倍

↑

倍

一

倍

倍

一

倍

釈

一

四

一

側

一

ω
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一

附

ω
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水

抽
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析

外

類

I
 

A
H
l
 

10 倍

ト
L
A
q
l
 

液

透

析

内

液

対照



状態山田|間出

I 112 mg  I 

山 1 904 mg  I 

:111 11643 mg  1 

21 

培養日数

烏型菌の増殖状態第B表鳥型菌の間体拙出液は何れも C.albの発育を促進せしめ

る。

V) 中性水抽出物中に含まれる Candida増殖促進

物質の透析性について
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J
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J
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l
-
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淡

町

下

一

一

泌

培

一

一

のものは 12日のものより梢発育が良いようであるが3 こ

れはこのi時期の生菌単位が減少している事から自家融解し

た閣が多く従ってその国体成分が何か Candidaの発育lこ

役立っているのではないか，とも恕像される O 何れにせよ

培長日数の占い治、液程 Candidatこ対する発育増進能力が

落ちて来ることは表から明らかであろう O 子会るにこれ等の

i慮液に新しく 9{音量の Sauton培地を補給した場合にはど

0.03 
0.02 
0.02 

μ型的培長一滅j伐内の C.albの増ナ;[L状態

j夜

{自

0.02 
0.01 
0.01 

立

nf
 

液

10 

)京

原

nu 
l
 

日

u 

H月

日

日

内，
~\) 

12 

内〆

コU

対

ヲ

上述と同じ方法で BCGから抽出した中性水抽出液

を透析によって内液と外液とに分け，これを Sauton培

地で適当に稀釈した後 C.albを培養した。その成績は第

5表の如くである O これに依れば透析外液lこは透析前の中

性水抽水物と同程度lこ強い C.alb増殖促進作用が見ら

れ，従って C.albの増殖を促進する物質は主として透析

外液に存在するものと考えられる O 似し内液にも程度の左右

はあれ同様の作用のある事が認められた。

VI) 鳥型菌培養濃液の C.albに対する発育増進作
用の検討

我々はがj報2)において C.alb の発育がJt 抗r'~í，鳥型

的の初期培養施液によって可なり促進されるのに》後期の

猿液によっては殆んど促進されない事を知った。この事実

lこ対しては，抗酸閣の発育lこ伴う培地中のエネノレギ--WJi不

足を原因の lっとして挙げ得るように思われるのでこれを

検討する為次の実験を行った。 llrJち Sauton培地l乙応型

国を植え，培養3日日，日日日， 12 El日及び 36日目にお

ける菌の発育状況をi:T，i股の大いさ，生前単位及び乾燥[:fj量

の3点について観察すると共に上記の培長日にその鴻液を

採取し，次の如くこれに C.albを続安した。名土庁長漉液

ごとに，その一部はそのまま Candida培犬用培地として

使用し，他の一部lこは鳥型閣の発育l乙伴うエネノレギ-iJ!，t不

足を補う，色、味で9倍量の Sauton培地を加えた後同様に

Candidaを培養した。第6表はその成績を示すものであ

る。

先づ鳥型的の発育状況につl'て観察するに， r:WJ突は培

養3日日から F日日位までは次第に大きくなるが， 宮口以

後は増大の傾向を必めない。生[¥¥j単位は地妥ラ日目が最高

で， 12 日目には梢洛ちて米るが平均乾燥!:f~j!訟は後者の方が

幾分多い。但しその差は何れも僅少なため必ずしも有為な

差とはいい得なし〉かも知れないが，第 I報で測定したよう

に鳥型国の世代時間が大体3時間半位である事を考え併せ

れば，培養後鳥型j:nが最大の雨数に注するまでの期間は恐
らく 5-7日位でそれ以後は次第に死j成するほiが多くなっ

て米るものと考えて大過あるまい。 培養 36日になると乾

燥閤量も減って来るし生昔、l単位も低くなって来る O

一方鳥型菌培養溶液に C.albを接種した成績を見る

と，穂波そのままでは占い培養溶液に植えた場合程 C.alb 

の発育はよくない。 3日培養溶液が最も著円JJt乙Candida

の発育を増進せしめ， 5日培養鴻、液がこれに次ぎ， 12日培

養溶液に至ると著しく発育促進作用は失われる。 3o日目
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の培養日数のものも殆んど同程度に C.albの発育を促進

せしめることが分った。この事実から，後期培養穂波内に

おいて C.albの禿育が不良であることの原因は，栄養分

の不足にあるように考えられるが必ずもそうとは断吉出来

ないものがある。これについては後に考察したい。

考 察

上記の実験結果lこ基き緒言の項で述べた 3つの問題点

について考察を加えて見ょう。

1) C. albとの共棲によって結核国の発育が抑えら

れることについてO この原因としては次の3つの可能性が

挙げられよう。山jち;:ts1 !こは C.albの増殖に伴って培地
成分が消伐され，そのも11県結核的の必【tkとするエネノレギ-

i原に不足を来すこと，第:~ !乙は C.albの代謝産物が結核

i潟の)f.育lこ有害であること，第 3!こは両種細附の代謝が相

互に及ぼし合う役維な影響が結核問の発育l乙不利な状態を

作ること，などが!京国として考えられる O これらの点につ

いてはほに第 l報において簡単に触れたが，主主では上記の

実験成績を占~;!こしてもう一度考えて見たいと思う O

第 1!こ挙げた可能性は原因として最も考え易いもので

ある。結核自に限らず2 一般に或る前1I曲が他の細菌と共lこ

培だされた局企，それ単独にt立たされた場合よりも発育が

思いと云う事は寧ろ当然なことかも知れなし〉。然しこの事

は，長ldJjの細IIjの栄安上における要求が似かよっていてfoJ

ー培地内のエネルギー泌を互に奪い合うーボから起る筈であ

るO 然るに結核l必と Candidaとの場合lこは栄養上の要求

においてさほど近いものがあるとは考えられない。結核菌

が好んで増殖する Kirchner培地にせよ， Sauton培地

にせよ C.albはこれらの中で殆んど発育し得なl'oftfJち

結核菌の必要とする栄養源を C.albはそれほど必安とし

ていないように思われる O

C. albが結核的との共楼によって旺盛な発育を営む

機序については第 I報において考察したのでここでは省略

するが，何れlこせよ C.albがその増殖の途次において

Kirchner乃至 Sauto口培地成分を臼己の栄養源として

活感に利用するとは考え難l'0但し C.albが Kirchner

又は Sauton培地lこ発育し得ないのは，これらの培地成

分のすべてを利用し得ない為ではなく，そのうちのあるも

のが Candidaにとって有害なために大部分を利用し得る

能力があるにも拘らず発育を抑えられて居るのかも知れな

l '0乙の湯合若し結核菌によってこの有害物質が除かれる
ならば Kirchner又は Sauton培地中の他の成分を Ca.

ndidaは活溌に利用し得るようになると考える事も可能

である O 然りとするならば Candidaの世代時間から見て

培地中の栄養分は百JTI;:り早期に使われる筈であり，従って

培養の初めから結核閣の発育に悪影響を及ぼす筈である O

然るに実験 II)!こ於て観察した如くがj核菌は，培地中に

C. albを共棲せしめたと否とに拘らず， 14日日頃までは

その76育に何等差異を認めない(第z表)。日fJち培地中に

おいて C.albが既lこ旺盛な発育を営んでいるにも拘らず，

少しもその影響を受けていない。との事は結核閣の増殖に

利用される栄養源と C.albの増殖に利用される栄養源と

がAL'個のものである事を物語るように思われる O 然一方に

おいて第2表は C.albとの共棲において培養後期になる

と結核菌の生薗単位が著明l乙落ちて来ることを示してい

る。更に叉実験m)において観察された如く，共棲時の後

期:培養鴻液，以fJち上述の結核的生菌単位が減少しはじめて

米たl時期の鴻液l乙再び粘校区|を培養して見ると凶肢は浮

く，その乾燥菌量の半分lこ満たなかった(第3表) 0 これ

らの事実並びに染色像においてこの時期は退行型が目立っ

て来ること等は，何れも後期における培地の条件が結核問

にとって不利であることを示している。

これを要約するに結核菌は C.albとの共棲により，

後期にはその発育l乙不利な状態が作り出される O 然しこの

不利な状態が C.albの減殖に伴うエネノレギー源の不足に

帰因するものとは断言出Jたない。 {pJとなれば C.albは結

核菌培地l乙含まれる主1E-成分をそれ臼体では殆んど利用し

ないからであり，利用するとするならばその分裂速度から

見てもっと F，l.期に結核菌に影響を与えてよい筈だからであ

る。

かく見ると 2週間を過ぎた後になって結核菌の発育が

悪くなるのは，この時期になって量的に多くなって来た

C. albの自家融解産物，或いは代謝産物が結核菌にとっ

て有害なのではあるまいか，という第 Zの可能性を考慮す

る必要が生じて来る O 乙の点については特に実験成績の項

l己記載しなかったがI Sabourand培地に C.alhを3週

間培養して得た漉液に Kirchner培地を加え，結核菌発

育のエネノレギーに不足なからしめた後にこれに結妓閣を殖

え，対照と比較して，その発育が抑えられるか否かを調べ

た。その結果は対照と何等差を見なかったので上述の可能

性は否定し得るように思われる。

以上の如く考察すれば結核菌の発育が C.alhの共楼

によって或る程度抑制されることの Mechanismは未だ

不明という外はない。実験成績から見て結核菌の発育lこ何

か抑制的な状態が招来されている事は疑いないが，これに

は生物学的に尚不明な色々な因子が関係、しているに違いな

l '0 Candidaと結核菌と云う種類の異った薗の複雑な相
互の代謝その他が互に影響し合っているものと考えるべき

であり，これ等が更に究明されなければ真の Mechanism

は解明し得ないものと思われる。



2) 結核菌の中性水又はアノレカリ抽出液の C.alb ~乙

対する増殖促進作用について。実験 1)において培養日数

を異にする色々な結核繭溶液に C.albを培養して見た結

果，初期の培養溶液よりも後期のそれの方がより顕著に

Ca':ldidaを増殖せしめることが分った。 ftlJち各培養日数

の鴻液を透析してその外液を 10%の割に含む培地を作り，

これに Candidaを6日間培養した成績を見ると， 10日目

の培養溶液lζ殖えたものでは C.albの潤濁度が平均 O.

14， 20日日のものでは 0.11，60日自のものでは 0.51を

示し〔第 1表)，前二者においては殆んど差を見ないが，

60日の長期間に立って粘一核菌を培養した場合の漉液は数

倍も優れた Candida発育促進能力を持つことが観察され

た。との11寺期になると最早結核菌はその増殖時期を過ぎ既

に死滅期lζ入っているのであるから務、液中に多量の臼家融

解成分が含有されている事は疑いない。とれに先立って見

られた染色像における退iJ型の出現も Baisdenめの云う

如く autolysisへの移行の姿と解釈し得るし，生i凶単位

の測定も培養後期には生菌数の少いことを示している。従

って後期培養漏液が顕著に C.albの増殖を促進すると云

う上述の成績は，結核菌の菌体成分が Candidaの好適な

栄養源として利用され得ると云う可能性を物語るものと云

えよう O との事を実証するために著者は実験IV)において

抗酸I1'jの各味から中性水父はアノレカリによる菌体抽出液を

作り， Candidaの増殖に及ぼすその作用を制べて見た。

われわれの抽出液は大体 Baisden3)の方法に従って調製

されたものであり，数カ月の間抗酸菌の脱脂菌体を中性水

叉は 0.01Nの NaOH中に漬け解卵器中に放置したもの

であるから菌体中から溶媒に融け出た菌体成分を多量に含

んでいることは云う迄もない O

かくして作った抗酸菌のヰ，t生水菌体抽出液は第4表iこ
示す如く strainの如何を間わず一様に Candida発育促

進作用を示した。これらの抽出液中に含まれる促進物質の

性状は透析性から見て恐らく分子量の小さいものであり，

加熱によってその作用を減じない事から耐熱性の物質と考

えられる。従ってツベノレクリシ中lこ含まれる C.albの増

殖促進物と生物学的に云えば類似の性状を持つ様lこ思われ

るが，化学的にこれが同ーの物質であるか否かは甚だ疑問

である。 autolysis による菌体成分だけについて論ずれ

ば培養初期の溶液よりも培養後期の溶液の方が量的に勝っ

ている筈である。然るに我々は前報2)において烏型菌〔叉

は M.phlei)の培養溶液に C.albを培養した場合，そ

の発育を著明l乙促進し得るのは初期の培養強液のみに限ら

れ，後期の溶液が示す促進作用は甚だ低いものである事を

観察した。この場合 C.albが烏型l亙の初期培養強液にお

いて旺盛な発育を営む機「子には恐らく烏型菌の代謝産物そ
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のものか，あるいはこれに関連した何らかの因子が関与し

ているものと想、像される。そうでなければ autolysisが

いまだ起っていないような初期の櫨液においてかえって

C. albの発育が促進されると云う事実は説明出来ない。

勿論培養初期といえども菌の自家融解が全く無いとは云い

得ないが，全体的に見れば殆んど無視し得べきものと見て

よかろう。

一般に細菌体を形作る主要な物質が蛋白質である以

上，その自家融解産物中には種々の程度lこ分解された各種

アミノ酸乃至その終末産物が多量に含まれている事は云う

までもない。かかるアミノ酸その他が他の細菌のエネルギ

ー源として利用され得る事も亦当然予倍、される所であり，

結核[:sIの菌体抽出液が strainの如何を問わず C.albの

増殖を助ける事は何等不思議でない。従って C.albが烏

型l若や M.phleiと共に培養された場合殆んど増殖し得な

いにも拘らずこれらの雨体抽出物中では著明l乙増殖する事

実も互に何等矛盾する現象ではなかろう O 抗酸菌の菌体抽

出液が Candidaの発育を助長するのは単にそれが栄養源

になり得ると云う非特異的な factorによるものであり，

抗酸菌中の或る strainが特に Candidaの発育を促進す

る事実は，その菌lこ個千fな代謝過程が関係する謂わば特異

的な factor~乙法くものである。第 I 報において考察した

如く C.albが結核l宥〔人型悶各株及び BCG)との共棲

によって活溌に増殖し，ゴI抗菌， ).弓型閣との共棲において

増殖し得ないと云う事実は，恐らくこれら菌株聞に見られ

る代謝過程の差違によって説明し得べき事柄であろう。こ

の点から云えば， C. albは烏型菌との共棲において増殖

し得ないのに，鳥型菌の初期の培養強液がその増殖を助長

すると云う前報2)の報告は多少矛盾するものがある。然し

烏型菌の溶液という静的なものと，現実に菌が増殖してい

る動的な共棲とは，そこに何らかの相違があっても差支え

ないのではなかろうか? 後者の場合には，培地中に出さ

れた産物だけでなく互に生命力を持つ 2つの菌種の酵素作

用，増殖に伴う pHの影響，その他後雑な因子がからみ合

って来るものと考えればある程度規解しiJられない事もな

いと考える。

以土要するに，抗酸性菌の菌体抽出液はその strain

l乙関係なく何れも C.albの発育を促進せしめる O 然し結

核菌培養鴻液中l乙見られる Candidaの発育促進物質と中

性水菌体抽出液中の促進物質とは恐らく異質のものと考え

るのが妥当であろう。仲野株の培養糖、液は培養日数の若い

ものも古いものも C.alb を著n;~~こ増殖せしめるが，この

作用には上述した特異的な factorと非特異的な factor

とが Superpose しているものと考えて差支えなかろう。

3) 見型菌，非抗:宣の長期培養液中において C.alb 
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の増殖が不良であることについて。この原因としては大体 て見ると，既に度々述べた如く Candida自身は Sauton

次の 3つの可能性が考えられる O 第 11乙，培養当初議液中 培地内において殆んど発育し得ない。然りとするならば，

lこ存在して居た抗酸菌の代謝産物が菌の増殖K.1、ドって次第 鳥型菌の培養猿液l乙新しく Sauton培地がJJIJえられた場合

に減少し，後期の椿液中には促進物質が無いか叉は極めて においても，常識的l乙云えば C.albの利用し得るのは全

少いためC.albの発育が忠くなるのではないかと云う乙 量の 10%をを占める培養猪液成分だけに過ぎない事lこな

と，第21こ抗酸菌の発育によって培地中のエネルギー源が るO 而してこの場合の発育に差がないとすればこれに含ま

高度に消費され，乙れが C.albの発育を不利ならしめる れる培養液成分lこも，さしたる差はない筈である。然らば

のではなし〉かと云うこと，第31乙後期の溶液中には C.alb 何故Sauton培地を加える以前の溶液には差が見られるの

の発育を阻害する因子が存在するのではないかと云う事p であろうか? 乙れを説明することは甚だ難ししh 乙こら

などを原因として数え得る。 に我々には知られない別のからくりがあるのではあるまい

先づ第 1の点について考察して見ょう O イ中野株の如き か?Candida発育促進物質の多寡l乙関する第 1の三考え方

毒力結核菌の代謝産物が， C. albの発育促進物質を含ん についても同じ事が云える。上と同じ理由により， Sauton 

でいることは既に第I報において観察されているから，烏 培地補給11寺といえども Candidaの発育は 1096に含まれ

型菌や M.phleiの漉液にも程度の差はあれ同様な物質が る培養癒液中の促進物質に依存するに過き、ず，第6表の成

合まれていると云う ~I能性はト分考えられる。事災又これ 績は必ずしも後期の減、液中lこ促進物質が少いととを示すも

等の閣の初期培養溶液は確かに C.albの発育を促進す のとは云えないであろう O

る。然し C.alb 1乙対する発育促進物質は，透析性から見 上記の可能性l乙何れも難点があるとすれば第3の可能

て恐らく分子量の小さい物質であり且耐熱性でもあること 性を考えなければならない。後期の培養濯、液中には Ca-

から比較的安定した物質と想像して良かろう。従って培地 ndidaの発育を阻害する因子が現れて来ると云う事は十

中に-.e.出されたこの物質は仮令量的変化はあるにせよ容 分l乙考えられる可能性である。然し実際にかかる有害物質

易に破壊されたり消失したりするものとは考えにくし'0ま を取り出して見ない限りこの可能性は肯定も否定も出来な

た烏型菌乃至非抗菌が物質代謝の結果として-JL培地中lこ い。而して乙のような物質を(もし有りとするならば)化

放出したものを再び自己のエネルギー源として利用し消費 学的に分離すると云う事はそれだけでも非常に大きな問題

して行くと云う事も，全く否定することは出来ないにもせ である O 我々の研究は未だそこまで進む段階に達していな

よ可なり考えにくい事例である O い。ただ若しこのような有害物質が存在すると仮定した湯

かく見れば，後期鴻液における Candida発育促進作 合，想像し得る 1つのことは，後期培養漉j夜l乙Sauton培

用の欠如は，むしろ抗酸閣の発育に伴うエネルギー源の欠 地が 9倍量加えられるとそれだけ有害物質の濃度が稀釈さ

之に原因ありとする第 Zにあげた可能性の方がより大きな れる事になり，従って原液よりも Candida1乙良好な発育

役割を演じているように考えられて来る。然しこの点を追 をもたらす結果になるのではあるまいか，と云う推論だけ

求をするために行った実験 VIの結果は， -':述した Zつの である。

可能性の何れをも肯定しているようには思われない。実験 以上要するに抗酸性菌と C.albの共棲に関しては，

VI において著者は Sauton培地に培養した 3日日， 5日 単に色々な実験事実を観察したのみで，その機序について

日 12日日及び 36日日の烏型)i';j培養溶液にそれぞれ C. 知り得たことは甚だ少い。考察すべき点についても混乱を

albを植えて見た。結果は既に述べた如く，古い培養漉液 避けるためJ府議的に考え得る主要点だけを論ずるに止め，

lこ植えた場合程 Candidaの発育はよくな0'0然るにこれ その他の細かい点については故意に触れなかった。抗酸性

らの溶液を新しい Sauton培地で 10ft'jl乙稀釈して同じ実 閣と Candidaと云う種属の異った Zつの閣の共棲l乙際し

験を繰り返すと，今度はどの日数の癒液にも同程度に良く ては，これまで述べて来た単純な factor以外にも追求し

発育するようになる(第6表)0 この事実は一見古い培養 なければならぬ複雑な factorが数多く残されているO

溶液におけるエネルギー源の不足を証明するもののように 例えば我々は醇素学的な観点から何等論じ得なかったし，

思



結 語

1) modified Kirchner培地において結核菌に C.

albを共楼せしめると，結核菌の発育は培J1tご後期になって

ある程度抑えられp 染色像においても退行型が現われて来

るO 又この時期には対照lζ比し生菌単位も著明に減少して

来る。然し同時培養後2週間位までにおける結核菌の発育

は Candidaの共棲による影響を少しも受けない。

2) 結核菌の発育が衰えて来る 2週間以後の同時培養

稔液をとってとれに結核菌を植えて見ると，菌膜はうすく

その乾燥悶量も対日誌の半分l己満たない。従ってこの時期の

同時培養溶液は結核菌の発育lこ不適と思われるが，その原

因が Candidaの発育l乙伴うエネノレギー源の欠乏にあるか

芯かは未だ不明である。何となれば C.alb自身は Kirch.

ner培地成分を殆んど利用し得ないし，若しまた利用し得

るものとするならば C.albの分裂速度から見てもっと早

期l乙結核菌の発育は影響を受ける筈だからである。

3) 抗酸性菌の中性水又はアノレカリ抽出液は Strain

の如何を問わず C.albの発育を促進する。然し菌体成分

中の Candidaの発育促進物質と，人型菌又は BCGの

25 

培養櫨液中に含まれる発育促進物質とは恐らく異質のもの

と考えられる O

4) 人型菌， BCGの培養溶液は，菌培養日数の長短

lこ拘らず C.albの発育を促進せしめる。その作用はむし

ろ培養日数の古いものの方が強い。然るに鳥型菌，非抗菌

のそれは初期の培養溶液のみがこの作用を有し，後期培養

濃液の示す C.alb発育促進用は極めて低い。

尚本論文:の要旨は第 32回日本結核病学会総会のVン

ポジヲム「結核菌と CandidaJにおいて述べた。

稿を終るに当り，恩師大原教授の御指導，御校閲に深

謝する O
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